
（特非）　泉京・垂井

（一社）　ふくおかFUN

持続的・包括的な地域・環境ガバナンスの
実現に向けてのアドボカシー継承事業
～あどぼのプラットフォーム人材育成～

海と人をつなぐ　
持続可能な海づくりプロジェクト

 日本全域

 福岡県

活動地域

活動地域

あどぼの人材育成事業
参加者 35 人
あどぼの継承対象記録
作成 10 例

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 35 ％

環境への意識が
高まった参加者 90 ％

新たな連携先 7 件

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 40 ％

実 践

ひろげる助成

1年目

実 践

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
● あどぼのすごろく試行　京都・名古屋開催
　オンラインすごろく、対面型すごろくキットを完成
　させ、試行により改良、製品化に向けての第一歩
● あどぼの人材育成WG（ワーキンググループ）6回開催
　「あどぼを紡ぐ研究会」プログラムを策定
● 「あどぼを紡ぐ研究会」全6回開催
　ODAアドボカシーの系譜について、多様なNGO・　
　NPOから延べ35人が参加
　全10例の継承記録を動画で作成、文字起こしの作成
　に着手
● あどぼのプラットフォーム会議開催
　全国8拠点から12人が参加
　次年度以降の展開について検討

活動内容と成果
● 水中生物及び海底ごみの調査・観測・撮影を行い、情
報を記録するとともにWEBを活用した発信を行った
● 「海のゆりかご」と呼ばれるアマモ場（藻場）を増やす
ため、生息に適した水域の調査や、アマモ苗の植付け
等を行った。結果として、これまでアマモの群生地で
はなかったエリアに約350m2の藻場を確認した
● 市民向けの体験型活動を合計10回、授業や講演を合
計38回実施し、延べ約2,140人が参加した
● 多様な主体と協働した活動を行い、福岡市周辺の行
政機関や、漁業者、研究機関等との連携が深まった

課　題
NGO・NPOの活動分野・地域、世代を超えて、ODAア
ドボカシーの系譜について、系統立ててアドボカシーの
経験共有とその分析を学び継承する機会を設けること。

目　標
アドボカシーの実践例が記録され、全国各地で実践例
から得られるアドボカシーの理念、手法などが継承さ
れ、政策提言・世論喚起に効果を発揮し、政策実現へと
繋げていく。

課　題
海ごみや脱炭素といった海洋課題は地球規模で問題と
なっているが、福岡に住む人々にとって水中世界の様子
は極めて想像しづらく、環境への意識が高まりにくい。

目　標
博多湾近海において、水中環境に関する情報を蓄積す
るとともに、藻場の再生や海ごみ削減に向けた取組み
と啓発の場を増やすことで、環境活動を主体的に行う
人々を増やす。
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あどぼを紡ぐ研究会の模様あどぼを紡ぐ研究会の模様

ダイバーによる海底ごみ回収の様子ダイバーによる海底ごみ回収の様子

あどぼのすごろく試行の様子あどぼのすごろく試行の様子
（名古屋）（名古屋）

市民とともに行ったアマモ場づく市民とともに行ったアマモ場づく
り活動の様子り活動の様子

あどぼの人材育成・継承記録作成の2年目は環境分野のアドボカシーを取り上げ
る。環境分野はODAよりも多岐にわたるため、早期に始動してより実のある研究
会開催や継承記録作成に努めていきたい。

生物多様性、貧酸素、富栄養化、脱炭素、底質悪化、海洋ごみ、藻場づくり等をわか
りやすく関連性をもって社会に伝えていく。行政、漁業者、大学機関等と密な連携
をとり、貴重なデータ源としても機能していく。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
WG立ち上げに際して、対面開催に
こだわったことで、全体の開始時期
が当初予定から大きくずれ込んでし
まった。

■工夫した点
WG並びに研究会をすべてオンライ
ンで開催するために、参加者間の交
流の時間や機会を増やして、相互理
解の促進を図った。

■苦労した点
海況（波や透視度）によって中止や
延期を余儀なくされるため、スケ
ジュールの調整に苦労した。

■工夫した点
難しい内容を様々な世代に伝わるよ
うデザインし、継続的な活動を行い
たくなる場作りをした。
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